
一般国道１５３号 豊田北バイパス

一般国道１５５号 豊田南バイパス

（道路事業）

資料７

説明資料

令和５年１２月２２日

中部地方整備局

名四国道事務所

と よ た

と よ た きた

みなみ



目 次

１．事業概要

（１）事業目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ １
（２）計画概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ２

２．事業の進捗及び見込みの視点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ３

３．事業費の見直しについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ４

４．費用対効果分析 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ７

５．県・政令市への意見聴取結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ８

６．対応方針（原案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ８



１．事業概要

（１）事業目的

豊 田 北 バ イ パ ス 、 豊 田 南 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

一般国道１５３号豊田北バイパス、一般国道１５５号豊田南バイパスは豊田市中心部の周辺を環状に結ぶ、豊田外環状道路

の一部を構成する道路です。

豊田市は、自動車産業の集積地となっており、豊田市中心部や周辺路線では、主要渋滞箇所や死傷事故率の高い箇所が多

数存在し、物流の効率化、第３次救急医療施設へのアクセスなど、多くの課題があり、本事業は、課題解決のために豊田北バイ

パス、豊田南バイパスを一体的に整備することで、交通渋滞の緩和や交通事故の削減、物流効率化の支援、救急医療活動の

支援などの効果を見込んでいます。
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１．事業概要
（２）計画概要

単位：ｍ

標 準 断 面 図

■豊田北バイパスは、豊田市逢妻町から同市勘八町に至る延長５．７ｋｍの道路で、平成１８、２０年度に事業化し、令和元年度に豊田市平戸橋町

から同市勘八町間（延長０．８ｋｍ）が暫定開通しました。

■豊田南バイパスは、豊田市駒場町から同市逢妻町に至る延長１２．９ｋｍの道路で、昭和４８年度に事業化し、これまでに豊田市駒場町から同市

東新町間（延長９．２ｋｍ）が開通（一部暫定開通）しています。

■今後は、引き続き全線暫定２車線開通に向けた工事を実施予定です。

－ ２ －

○豊田北バイパス
＜高架部＞

○豊田南バイパス
＜高架部＞＜平面部＞ ＜堀割部＞
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事業名
一般国道１５３号
豊田北バイパス

一般国道１５５号
豊田南バイパス

道路規格 第３種第１級 第３種第１級

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ ８０ｋｍ/ｈ

車線数 ４車線 ４車線

都市計画決定
昭和６０年度

（計画変更：平成２年度）
昭和３９年度

（計画変更：昭和４７年度）

事業化

平成１８年度
（国道４１９号～(都)平戸橋水源線）

平成２０年度
（国道１５５号～国道４１９号）

昭和４８年度

計画交通量 ４２，２００台/日 ４５，６００台/日

用地着手年度 平成２１年度 昭和５０年度

工事着手年度 平成２５年度 昭和５８年度

延長
（供用済延長）

５．７ｋｍ
（０．８ｋｍ暫定２車線開通）

１２．９ｋｍ
４．６ｋｍ完成４車線開通
４．６ｋｍ暫定２車線開通

前回の再評価
令和３年度

（指摘事項なし：継続）
令和３年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ４４９億円 ９７２億円（４１億円増額）
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２．事業の進捗及び見込みの視点

－ ３ －

事業の進捗の見込み状況

■豊田南バイパス：豊田市東新町から逢妻町間（延長３．７ｋｍ）について、工事を推進します。

■豊田北バイパス：豊田市逢妻町から平戸橋町間（延長４．９ｋｍ）について、用地買収及び工事を推進します。
と よ た あいづまちょう ひ ら と ば し ち ょ う

＜凡 例＞

豊田北バイパス、豊田南バイパス
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力石ＩＣ
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西広瀬ＩＣ

中山ＩＣ

至 飯田市

一般国道155号
豊田南バイパス

延長12.9km

豊明ＩＣ

と よ た と う し ん ち ょ う あいづまちょう

一般国道１５３号 豊田北バイパス 一般国道１５５号 豊田南バイパス

【用地取得率】
約９１％（令和２年度末） ⇒ 約９３％（令和４年度末）

【事業進捗率】
約６２％（令和２年度末） ⇒ 約６１％（令和４年度末）

【用地取得率】
約９９％（令和２年度末） ⇒ １００％（令和４年度末）

【事業進捗率】
約８３％（令和２年度末） ⇒ 約８２％（令和４年度末）

一般有料道路

主要地方道一般国道
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【豊田南バイパス】 豊田市天王町の状況 飯田市方面を望む
と よ た てんのうちょう

【豊田北バイパス】 豊田市花本町の状況 飯田市方面を望む
と よ た はなもとちょう

写真①

R3.12撮影
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至 飯田市



３．事業費の見直しについて：豊田南バイパス

－ ４ －

■ 事業費増加の要因

①物価上昇による資機材及び労務単価の増加

②歩道配置計画の見直し

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・合計４１億円増額

事業費増額の要因 増額

①物価上昇による資機材及び労務単価の増加

・原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍からの世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時

（令和3年度)に比べて、建設資材や労務費の単価が上昇している。

・建設資材価格の伸び率では、R3.4を基準とした場合、鋼板、異形棒鋼等の鋼材の価格が約1.46～1.68倍となっている。

・労務単価についても、普通作業員で1.09倍と前回評価から増加している。

・主に建設資材価格の上昇の影響を受け、橋梁、改良、舗装等の工事費の増加が必要となった。

２８億円

②歩道配置計画の見直し

・当初の歩道配置は、逢妻女川渡河部の前後に歩行者用階段を設置し、側道沿いに歩道を設置する計画であった。

・高齢者や子供の安全確保に視点を置いた豊田市交通安全計画（R3.12）策定をうけ、近傍に小学校や地域の交流館があり、バイ

パス整備後に歩行者が増える事が想定される当該箇所について、地域との協議の結果、車両との交錯を極力削減し、連続的な

歩行者動線を確保する必要が生じた。

・その為、本線部に歩道を配置する計画に見直しを行い、それに伴い本線盛土量等の増加が必要となった。

１３億円

４１億円

あい づま め



３．事業費の見直しについて：豊田南バイパス

■原材料費及びエネルギーコストの世界的な高騰、またコロナ禍からの世界経済の回復に伴う需要拡大によって、前回再評価時（令和3年度)に比べて、

建設資材や労務費の単価が上昇している。

■建設資材価格の伸び率では、R3.4を基準とした場合、鋼板、異形棒鋼等の鋼材の価格が約1.46～1.68倍となっている。

■労務単価についても、普通作業員で1.09倍と前回評価から増加している。

■主に建設資材価格の上昇の影響を受け、橋梁、改良、舗装等の工事費の増加が必要となった。

－ ５ －

1

1.02

1.04

1.06

1.08

1.1

令和3年度 令和4年度 令和5年度

■建設資材単価の伸び率（R3.4を基準に算出） ■労務単価の伸び率（R3年度を基準に算出）

生コン 24-12-25BB

異形鋼棒 SD345 D16～25

鋼板 無規格 (12≦t≦25)

再生アスファルト混合物 再生密粒度アスコン(20)

軽油（１．２号）

1.46
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1.18
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普通作業員 伸び率

鉄筋工 伸び率

橋梁特殊工 伸び率

型わく工 伸び率

交通誘導員B 伸び率
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①：物価上昇による資機材及び労務単価の増加（＋２８億円）



宮口橋 一色橋

３．事業費の見直しについて：豊田南バイパス
②歩道配置計画の見直し（＋１３億円）

■当初の歩道配置は、逢妻女川渡河部の前後に歩行者用階段を設置し、側道沿いに歩道を設置する計画であった。

■高齢者や子供の安全確保に視点を置いた豊田市交通安全計画（R3.12）策定をうけ、近傍に小学校や地域の交流館があり、バイパス整備後に歩行

者が増える事が想定される当該箇所について、地域との協議の結果、車両との交錯を極力削減し、連続的な歩行者動線を確保する必要が生じた。

■その為、本線部に歩道を配置する計画に見直しを行い、それに伴い本線盛土量等の増加が必要となった。

■歩道配置計画の見直し

A

A

一色橋

A

A

至

東
海
市

至

東
海
市

至

飯
田
市

至

飯
田
市

一色橋

市道を横断する横断歩道で
事故リスク高歩行者用階段を利用して

宮口橋の歩道に接続

連続的な歩行者動線を確保

車両との交錯箇所の削減により
事故リスクを回避

土工部
（増工分）

歩道

歩道

本線部に歩道を設置する
ことにより盛土量が増加

当初

：本線（土工部） ：本線（橋梁部） ：側道 ：法面 ：歩道

逢妻女川

逢妻女川

25% 25%

2%

宮口橋

：歩道

：本線

：側道

：横断歩道

：歩道

：本線

：側道

〔縦断イメージ〕

〔縦断イメージ〕

一色橋

歩行者用階段により
連続的な利用が不可

連続的に歩道を
利用することが可能

2%

H
=7

.6
m

本線

側道

側道

本線

〔A-A断面〕

〔A-A断面〕

－ ６ －

変更

〔平面図〕

〔平面図〕

■位置図

小清水小学校

逢妻交流館

住宅地

逢妻交流館

歩道見直し区間 L＝1.2km

あい づま め

一色橋
L=28.5m

宮町橋
L=45.4m

宮口橋

■事業費

合計

１３億円

項目
数量

増額
当初 変更

盛土工 約18万m3 約24万m3 ７億円

擁壁工 約2,100m 約2,200m １億円

橋梁上部工 約700m2 約1,000m2 ３億円

橋梁下部工（躯体） 約1,700m3 約2,200m3 １億円

橋梁下部工（杭基礎） 52本 72本 １億円

こ し み ず



４．費用対効果分析

○３便益による事業の投資効果

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費＋更新費

【事業全体】 一般国道153号 豊田北バイパス、一般国道155号 豊田南バイパス（豊田市駒場町～豊田市勘八町）

便益（億円） 費用（億円）
B/C

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時 4,486 272 22 4,781 2,190 185 - 2,374 2.0

今回評価時 5,887 412 21 6,320 2,426 181 18 2,625 2.4

※１ 便益算定に当たってのエリアは、「一般国道153号 豊田北バイパス、一般国道155号 豊田南バイパス」周辺の主要な幹線道路（延長約3,842km）を対象として算出。
※２ 令和４年2月に公表された平成27年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのR22将来ODに基づきB/Cを算出。
※３ 残事業のB/C算定に当たっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。
※４ 今回再評価より、構造の更新に要する費用も対象とし、更新計画やこれまでの類似工事実績等を基に算出。
※５ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
※６ 事業区間を一般国道１５３号 豊田北バイパスとして算出した費用便益比（B/C） 【事業全体】 ３．０ 【残事業】 １０．９

事業区間を一般国道１５５号 豊田南バイパスとして算出した費用便益比（B/C） 【事業全体】 ２．４ 【残事業】 ９．８

【前回再評価時からの変更点】
１．将来OD表の変更（平成22年度全国道路・街路交通情勢調査→平成27年度全国道路・街路交通情勢調査）により、計画交通量が約7％増加。

２．将来道路網条件の変更（Ｒ2年度事業化済道路網→Ｒ5年度事業化済道路網）により、国道1号浜松バイパス等が追加。

３．費用便益分析マニュアルの改訂（H30マニュアル→R4マニュアル）により、各便益の原単位の更新、道路構造物の更新に要する費用を追加。

４．総走行台キロの年次別伸び率の更新（H22年度全国道路・街路交通情勢調査→H27年度全国道路・街路交通情勢調査）。

５．費用便益分析の基準年次（R3年度→R5年度）

６．費用便益分析のGDPデフレーター（R3年度→R5年度）

７．一般国道155号 豊田南バイパスの事業費増（41億円増加）

３便益による事業の投資効果

■費用便益分析（B/C）について

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 2.2～2.6

事業費 ±10% 2.4～2.4

事業期間 ±20% 2.3～2.6

変動要因 変動ケース B/C

交通量 ±10% 7.8～9.6

事業費 ±10% 8.1～9.4

事業期間 ±20% 8.2～9.2

＜感度分析結果＞

－ ７ －

【残事業】 一般国道153号 豊田北バイパス、一般国道155号 豊田南バイパス（豊田市駒場町～豊田市勘八町）

便益（億円） 費用（億円）
B/C

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 更新費 計

前回評価時 2,201 132 16 2,349 276 83 - 359 6.5

今回評価時 2,675 228 19 2,922 250 81 6 336 8.7



■一般国道１５３号豊田北バイパス、一般国道１５５号豊田南バイパスの事業を継続する。

－ ８ －

５．県・政令市への意見聴取結果

■愛知県の意見
「対応方針（原案）」に対して異議はありません。

一般国道１５３号豊田北バイパスは、豊田市市街地の外側を取り巻く豊田外環状線の一部として、東名・新東名高速道路、
東海環状自動車道と一体となって広域的なネットワークを形成する大変重要な道路である。

本道路が整備されることで、市街地の渋滞緩和や高速道路へのアクセス性向上により、定時性の確保、物流の効率化が
図られる。さらに、災害時の緊急輸送道路としての機能も有しており、国土強靱化の観点からも重要な幹線道路である。

そのため、未開通区間の工事を推進し、早期に開通時期を明確にするとともに、一日も早い開通をお願いしたい。
なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減を図るなど、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

６．対応方針（原案）

一般国道１５３号 豊田北バイパス

■愛知県の意見
「対応方針（原案）」に対して異議はありません。

一般国道１５５号豊田南バイパスは、豊田市市街地の外側を取り巻く豊田外環状線の一部として、東名・新東名高速道路、
東海環状自動車道と一体となって広域的なネットワークを形成する大変重要な道路である。

本道路が整備されることで、市街地の渋滞緩和や高速道路へのアクセス性向上により、定時性の確保、物流の効率化が
図られる。さらに、災害時の緊急輸送道路としての機能も有しており、国土強靱化の観点からも重要な幹線道路である。

そのため、未開通区間の工事を推進し、早期に開通時期を明確にするとともに、一日も早い開通をお願いしたい。
なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減を図るなど、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

一般国道１５５号 豊田南バイパス


